
ＪＲ東海労ニュース

全社員の皆さん、会社の各種手当てや昇格制度に満足していますか？

今年度の第１四半期は、ようやく赤字からの脱却が見え始めたような三期ぶりの黒

字決算となりました。しかし、多くの社員はこの決算発表で生活が楽になると感じて

いる人は少ないのではありませんか？

それは「経費節減」の名の下にあらゆる予算が削られた結果としての黒字化であり、

現場では「リニアさえなければもっと楽なのに」との声が聞こえるからです。コロナ

ウイルス感染症による旅客数激減の影響により、昨年度までの二期連続の赤字でした。

この黒字は何が何でもリニア中央新幹線を建設するためのものであり、会社は社員に

は今まで以上に馬車馬の如く働くことを求めています。

現行の各種手当や昇格制度は、働き度に見合った額ではありませんし、一部の社員

だけが得をするという制度ではないでょうか。ＪＲ東海労はＣ等級への昇格を保証す

るための要求や、経過年数に伴う昇給額の減額の撤廃、労働に見合った手当増額の要

求、祝日手当の復活などを要求しました。

以下は要求の一例です。

★ Ｃ２等級以下にＢ年限を設けること。また、５０歳に達した社員で昇格試験を受

験した者は、全員Ｃ１等級以上に昇格させること。

★ 定期昇給については、現等級経過年数による基準昇給額の減額を撤廃すること。

また、基準昇給額を一律１，５００円とし、全組合員に対し乗数４の定期昇給を

行うこと。

★ 祝日手当（Ｅ単価）を復活させ、１時間あたり５０／１００とすること。
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各種手当や昇格制度に満足していますか？
これが一流企業といえる待遇ですか？


